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学生の活躍や、取り組みなどをご

存知でしたら広報室までお寄せく

ださい。 

 Monthly Reportで紹介する他、

報道機関にも旬な話題を提供して

参ります。 

 本誌へのご意見・ご質問等があ

りましたら広報室までご一報くだ

さい。         

仙台大学 広報室                       

直通  0224‐55‐1802       

Email kouhou@sendai-u.ac.jp 
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福島県郡山市と連携協定を締結しました 
〈 目  次 〉 

連携協定を締結した品川萬里市長（左）と朴澤泰治理事長・学事顧問 

 1月31日(金)、本学は福島県郡山市と「スポーツ振興、健康増進への取
り組みを通じた地域活性化及び教育研究の充実・発展に関する協定」を
締結しました。 
 郡山市役所庁舎で締結式が行われ、本学からは、朴澤泰治理事長・学
事顧問、遠藤保雄学長、髙橋仁副学長、江尻雅彦教授、白坂牧人助手(S
＆Cコーチ)、内野洋材助手(アスレティックトレーナー)、同窓会副会長
の靍田雅之様が、郡山市からは、品川萬里市長、本田文男文化スポーツ
部長、橋本裕樹次長、相楽靖久スポーツ振興課長が出席されました。 
 本学はこれまでも郡山シティーマラソンへのアスレティックトレー
ナーの派遣などを行って参りましたが、今後はそれに加えて、郡山市民
を対象としたスポーツ教室への講師派遣、スポーツ団体への指導者研修
会開催、スポーツ施設利活用の高度化方策の検討、ICTを活用した部活動
指導などが検討されています。これらの事業をとおして教員の教育・研
究の質の向上を図るとともに、学生の実践の場としても期待されていま
す。 
 
郡山市体育協会指導者研修会で朴澤理事長・学事顧問が講演しました 
 
 郡山市との連携協定締結式を同日に開催さ
れた郡山市体育協会指導者研修会において、
朴澤泰治理事長・学事顧問が「スポーツのお
かれている現状－大学スポーツを中心として-
」と題して講演しました。講演会には、郡山
市内のスポーツ指導者など約70名が出席。講
演では、ＮＢＡワシントンウィザーズの八村
塁選手の明成高校時代のエピソードの紹介、
日米の大学スポーツの比較とＵＮＩＶＡＳの
役割等について解説しました。  
＜報告：スポーツ健康科学研究実践機構事務室＞ 

講演を行う朴澤理事長・学事顧問 
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「春季海外留学・研修 結団式」を開催しました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2月4日（火）に「令和元年度春季海外留学・研修 結団式」を開催しました。今回は、6つのプログラム（台湾・
台東大学／アメリカ・カリフォルニア州立大学ロングビーチ校／アメリカ・ハワイ大学／デンマーク・ノアフュン
ス国民大学／フィンランド・カヤーニ応用科学大学／ニュージーランド・カンタベリー大学、CCEL）に23名の学生
を派遣する予定です。各プログラム毎に参加する学生全員が自己紹介ならびに決意表明を行いました。 また、新型
コロナウイルス感染症への対策として、健康管理センターの担当者が具体的な手洗いの仕方やマスクのはずし方な
ど注意すべき事項について指導しました。 
 なお、世界保健機関（WHO）が「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言していることから、すでに中
国をはじめ3つのプログラムの派遣中止を決定し、今後の動向によりさらに派遣中止を検討していく予定です。 
＜報告：国際交流センター＞  

地域交流：船岡保育所で日本の「節分」を体験 
 

 2月3日（月）船岡保育所でベラルーシから本学が招聘している、マリ

ア・マカロア氏とアリーナ・セベツ氏（東京2020ホストタウン柴田町・白

石市ベラルーシ新体操ナショナルチームの親善大使）が園児ら約180名と

一緒に豆まき体験をしました。 

 日本の伝統文化を体験した2人は、「ベラルーシには節分はなく、とて

も楽しかった。日本の文化をもっと知りたい」と感想を述べました。 

  

 翌2月4日（火）に豆まきに参加させていただいたお礼として、マリア・

マカロア氏とアリーナ・セベツ氏が専門の新体操やアクロバット体操を披

露すると、一つ一つの技に大きな歓声が上がるなど、参加した園児らも目

を輝かせていました。 

 最後には園児達から日本の伝統であるコマ回しと歌の発表、またコマの

プレゼントがあるなど、最高の交流となりました。  

決意を述べる学生の様子 新型コロナウイルス感染症対策について説明を受ける様子 

園児らと一緒に鬼を退治しました 

首都圏就職一日弾丸ツアーを開催しました 
 
 2月11日（火）に首都圏就職一日弾丸ツアーを開催しました。 
 本学3年生への就職支援の一環として、保護者会からの援助を受け、首都
圏で開催される就職イベントに参加するという企画です。 
 事前に業界研究などについて、2日間にわたる事前指導を受けた上で、い
ざ本番の合同業界説明会に参加しました。今回は、計42名が参加し、昨年を
9名上回る過去最高の参加人数となりました。 
 当日は仙台駅に8時30分に集合し、新幹線と中央線・総武線を乗り継ぎ水
道橋の東京ドームプリズムホールに向かいました。合同業界説明会は12時か
ら17時までの5時間でしたが、一人あたり約5～6社の説明会に参加した後、
株式会社文化放送キャリアパートナーズの谷田氏より、今日の経験を今後
どのように活かしていくかについて講義が行われ、学生たちは真剣に耳を
傾けていました。 
 講義終了後は首都圏学生との交流会を実施し、早稲田大学、明治大学、
日本女子体育大学など、いずれも就職に意識の高い学生の皆さんと貴重な
情報交換を行い、お互いに初対面とは思えない盛り上がりを見せ、今後の
就職活動に資するものになった様子が伺えました。 
＜報告：入試創職室＞  

合同業界説明会に参加している様子 
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船木里奈（体育4年）マイナビベガルタ仙台L入団記者会見を開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2月21日（金）本学内で船木里奈（体育4年）のマイナビベガルタ仙台レディース入団記者会見が行われました。 
 会見で船木は「自分の持ち味は裏への抜け出しとスピードに乗ったドリブルです。チームの勝利に貢献できるよ
うに頑張ります」と述べ、また1年目の目標について「全試合に出場し、FWで出場する時には1試合1点を取るか、得
点に絡めるようにしたいです」と力強く決意を述べました。 
 マイナビベガルタ仙台レディースの齋藤美和子特任部長は「どのポジションもできるオールマイティな選手で、
とても明るく、すでに今シーズンのキャンプに参加し、すぐチームの輪にも溶け込みました」と評価しました。 
 また女子サッカー部、黒澤尚監督は「持ち味のスピードと左右差なく正確に蹴れるキックを存分に発揮し、マイ
ナビベガルタ仙台レディースでレギュラーになる。そして、なでしこジャパンでも活躍できるような選手になって
成長してほしいです」とエールを送りました。  

第3回仙台カップ全国女子学生柔道団体対抗大会を開催しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2月18日（火）本学柔道場において、「第3回仙台カップ 全国女子学生柔道団体対抗大会」を開催しました。 

 2017年に本学の50周年記念大会として女子アスリート発掘・育成、ならびに女子柔道の振興を図るために開催

し、今年で3回目を迎えました。 

 今回は16大学（台東大学含む）20チーム、約160名が参加し、本学はAチーム、Bチームの両チームが予選リーグを

2位で通過しましたが、ともに決勝トーナメントの準々決勝で敗れ、ベスト8となりました。 

 本学女子柔道部の南條和恵監督は「この時期、全日本の代表選手はヨーロッパを回っていて、そうではない選手

は、いままでは試合機会がなかったのですが、このようにたくさんの強豪大学と試合や交流ができることは選手に

とって非常に成長につながります。」と話してくれました。  

健康づくり優良団体スマートみやぎ健民大賞受賞について 
 
 今回、本学が認定している「健康づくり運動サポーター」事業が評価され、
健康づくり優良団体スマートみやぎ健民大賞を受賞しました。 
 健康づくり運動サポーター事業は、平成19年度に文部科学省の「現代的教育
ニーズ取組支援プログラム」の補助採択を受け、3年間地元柴田町と連携を図り
ながら学生を対象に「健康づくり運動サポーター」を養成し、補助採択終了後
も柴田町だけでなく、角田市や美里町、JA宮城など県内市町村や企業等への健
康づくり教室の運営支援等を行い、継続して地域の健康づくり教室の質の向上
に関与してきました。また、東日本大震災被災地での健康支援活動では、確か
な知識と技術を持った人材を継続的に派遣し、被災者の健康の保持増進等に成
果を上げてきました。 
 今後も引き続き、介護予防・生活習慣病予防対策において実践的な運動指導
ができる人材を育成するとともに、育成した人材を地域に派遣し、よりよい地
域の健康づくり活動を進めていきたいと思います。 
＜報告：スポーツ健康科学研究実践機構 田中亨・後藤佳恩＞  
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スポーツ情報マスメディア学科就職情報 
 
 スポーツ情報マスメディア学科を、この3月に卒業する学生が、それぞれ4年間の学びを経て、夢をかなえること
ができました。 
 今回はそのうちの2人、マスメディアモデルの納代真奈さん（三陸河北新報社・内定）、情報戦略モデルの中釜智
哉さん（V１リーグ所属 大分三好ヴァイセアドラーアナリスト・内定）を紹介します。 
 

-マスメディアモデル- 
納代 真奈さん（三陸河北新報社・内定） 

 
 「学科に設けられたスポーツ情報サポート研究会で4年間活動してきました。メディア
班の一員として部活動や各種イベントを取材し伝えてきたことで、多くのことを学びまし
た。本学科は映像機材がきちんと完備されています。高いレベルで『報道』に携われたこ
とは喜びです。就活はマスコミ出身の先生方に折に触れて相談しました。貴重なアドバイ
スを頂き、進むべき道が徐々に広がっていった感じで、とても感謝しています」 
 
 

－情報戦略モデル－ 
中釜智哉さん（V１リーグ所属 大分三好ヴァイセアドラーアナリスト・内定） 

 
 「この度、V.LEAGUE Division1の大分三好ヴァイセアドラーにアナリストとして加入す
ることが決まりました。本学バレー部のアナリストの活動を行いながら、スポーツ情報マ
スメディア学科の実習の一環として、インターンシップで現場のアナリストの経験を多く
できたことが、自分の夢を叶えることにつながりました。日本最高峰のリーグのチームで
アナリストができることに感謝し、チームの上位進出に貢献できるように頑張ります。」 
 
○アナリストとは 
 バレーボールの「ゲーム分析」と呼ばれる活動を中心に行っている人。技術・戦術を分
析してコーチや選手に役立つ情報を提供する。他国や他競技ではスカウトマン、スコア
ラー、statistician(統計学者)、テクニカルコーチなどと呼ばれることがある。 
 
4月からのさらなる活躍を期待しています。 
＜報告：スポーツ情報マスメディア学科＞  

 

国立花山青少年自然の家より、ボランティア学生に対し表彰状が授与されました 
 

 2月19日（水）本学A棟2階大会議室にて国立青少年教育振興機構より、ボラン

ティア学生に対して表彰状が手渡されました。これは全国28カ所ある施設で、概

ね3か年以上の期間にわたりボランティア活動をした学生で他の模範として高く

評価されるものに対し、その功績をたたえて表彰状が手渡され、本学からは桑原

空さん（体育4年(指導教員：岡田先生)）が対象となっており表彰状が授与され

ました。桑原空さんは過去2年間にわたり、宮城県をはじめ、福島県、岩手県、

北海道の計6施設にて、述べ59日間にわたり活動をしてきました。 

 国立花山青少年自然の家の山中和之所長は「子供たちや職員から非常に人気が

あり、子供たちのお兄さんのような存在としてボランティア活動を行ってくれま

した」とお話しくださいました。 

 桑原さんがこのような活動に興味を持ったのは2年次の「スポーツマネジメント実習」で花山青少年自然の家で活

動をしたことがきっかけで、それ以降各地でボランティア活動をするようになりました。また、卒業論文もこの活

動に絡めたことをテーマに、自身の学びの場としても活用しました。 

 表彰式の中で桑原さんは、「3年生のころから始めて最初は先輩を見ながら活動をしていました。この経験を社会

人になっても生かしていきたいと思います」と話していました。表彰式にご出席された遠藤保雄学長も「子供は自

然のなかで触れ合いながら育っていくのが非常に重要。桑原さんにとってこの経験を積んだのは成長の糧になった

と思います」とお話しくださり、桑原さんのさらなる成長に期待しました。 

＜報告：学生支援室＞  

 写真前列中央左側 桑原空さん（体育4年）  
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本学連携：槻木小・東船岡小で「マイナビベガルタ仙台Lサッカー教室」を開催し
ました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 柴田町トップアスリート育成事業を受託する本学は2月18日（火）に槻木小学校で、同20日（木）に東船岡小学校
でマイナビベガルタ仙台レディースサッカー教室を開催しました。 
 教室にはマイナビベガルタ仙台レディースより、有町紗央里選手、北原佳奈選手、齋藤直幸コーチ、谷口靖明
コーチが参加。ドリブルやパスの練習などを行い、ミニゲームなどを通じサッカーの楽しさを分かりやすく伝えて
くれました。 
 谷口コーチは「今日のサッカー教室をみんなで楽しめたことは非常に大事なことです。これからもいろんなこと
に楽しんでください」と激励。参加した児童からは「プロのサッカー選手と一緒にサッカーができて楽しかった」
「サッカーを久しぶりにできてとても嬉しかった」などの感想が寄せられました。 
教室の終了後は、多くの児童たちが選手やコーチにサインをおねだりしていました。 
＜報告：スポーツ健康科学研究実践機構＞  

バドミントン部：宮城県会長杯団体対抗選手権大会 結果 
 

 2月16日(日）塩釜ガス体育館にて第32回宮城県会長杯団体対抗バドミントン選手権大会に出場しました。本大会

は、宮城県内の各カテゴリー上位の計12チームが一堂に会して覇を争う大会です（前回優勝1、実業団2、社会人3、

大学2、高校2、中学2）。 

   

結果 

 予選 

  3-0 HIROSE CLUB（社会人2位） 

  2-1 YKK AP 東北（実業団2位） 

 準決勝 

  2-1 BEER's（前回優勝） 

 決勝 

  0-2 東北マークス（実業団1位） 

  

 予選で社会人、実業団のチームに勝利し、準決勝では前回優勝のBeer'sにも快勝。決勝では全日本実業団ベスト8

の東北マークスに挑戦し、全力を尽くしましたが0−2で敗れ、準優勝となりました。 

 日本のトップカテゴリーに位置する東北マークスに挑戦できるこの大会に来年度も出場できるように一年間頑

張ってまいります。 

 その為にも東北学生春季リーグでの優勝を目指し、精進していきます。 

 これからも応援宜しくお願いします。 

 ＜報告：バドミントン部＞  

メンバー 

山口将史（体育2年） 

舘田悠汰（体育2年） 

本間雄大（体育2年） 

成田行磯（体育1年） 

伴野匠（体育1年） 

校庭に元気ハツラツな声が飛び交ったサッカー教室  
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令和元年度ハワイ大学アスレティックトレーナー研修 

ビギナーコース（通算30回目）実施報告～さらなる発展に向けて～ 

 

 令和2年2月10日から18日にかけて実施された「令和元年度ハワイ大学アスレティックトレーナー研修ビギナー

コース」の報告をいたします。 

 2003年から続いているハワイ大学での研修も、今回で第30回目。この記念すべき研修には、本学からは1年生7名

（女子2名、男子5名）が参加しました。引率者は、朴澤泰治理事長・学事顧問、髙橋仁副学長、小勝健司講師、内

野洋材助手、佐藤美保広報室長の5名でした。 

 

2/11 （研修１日目） 

オリエンテーション 

 この研修のコーディネートをしていただいている金岡友樹氏（マッキンリー高校アスレティックトレーナー）の

司会進行のもと、オリエンテーションが行われました。本研修に対して初回から多大なご理解とご協力いただいて

いるDr. Murataハワイ大学教育学部学部長の挨拶からスタートし、今回のコース概要やハワイ大学のアスレティッ

クトレーナースタッフの紹介がありました。その後、仙台大学の学生７名の自己紹介が行われましたが、初日とい

うこともあり、それぞれ緊張の面持ちで、慣れない英語を使い頑張って自己紹介をしていたのが印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英会話講座 

 「English is easy！」というフレーズで仙台大学の学生の心をあっという間に解きほぐしていた英会話担当の

Don先生、御年86歳。「英語は楽しむもの、失敗は恥ずかしいことではないから、まずは口に出そう」という独特の

リズムとテンションで学生に多くの質問を投げかけます。学生の頭のモードは徐々に「English is easy！」へ。 

 

 

 

 

 

 

マッキンリー高校実習② 

 この日は、マッキンリー高校男子バスケット部のハワイ州2部リーグのプレイオフがあり、その準備の手伝いをさ

せてもらいました。平日夕方の開催にも関わらず、多くの人が観戦しに来ていて、ローカルTVの放送や高校関係者

により運営されていることなど、いかにスポーツがハワイの地域社会に文化として根付いているかを実感すること

ができました。 

 

 



7 Monthly Report Vol.166 / 2020 FEB.  

 

ハワイ大学男子バスケットボール 試合観戦（vs Long Beach State） 

 

 夜は、ハワイ大学STAN SHERIFF CENTERにて、Long Beach 

Stateとの試合を観戦しました。アメリカの大学スポーツの人

気を肌で実感した様子の学生たち。試合結果は、49対50で惜

しくもハワイ大学の敗戦となりましたが、シーソーゲームの

試合展開に会場は大いに盛り上がっていました。 

 

2/13 （研修３日目） 

ワークショップ（大庭先生） 

 大庭有希也先生（ハワイ大学ATプログラムコーディネーター）とのワークショップ。大庭先生がどのように英語

を学んできたかや、MLB（マイナーリーグ）でATとして活躍された体験談をお聞きしました。英語を習得するための

工夫や心構え、アメリカATの現状を真剣に耳を傾け、学生が自分の将来像を膨らませていることが想像できます。 

ATルームの見学と体験 

 リン ナカガワ ヘッドAT、小山あずみさん（ハワイ大学大学院生）によるATルームの見学と実際に治療機器の体

験をさせてもらいました。珍しい治療機器を目の前に、めったに出来ない臨床体験を通してATと選手の模擬体験を

することができました。  

ハワイ大学女子バスケットボール 試合観戦（vs CSUN） 

 

 この日の夜は、STAN SHERIFF CENTERにて、

女子バスケットボールの試合観戦をしました。

この試合は接戦での勝利、スポンサーからのプ

レゼントも何名かの学生が当選し、大変盛り上

がりました。 

 

2/14 （研修４日目） 

授業見学（救急処置） 

 

 ビギナーコースの最終日は、小山あずみさんの

担当する救急処置の授業の見学から始まりまし

た。実際に三角巾やシーネ固定、BLS（一次救命処

置）をさせていただき、学生も大きな学びを得た

ようです。  

 

S＆Cエクササイズ体験 

 STAN SHERIFF CENTER内にある、トレーニング施設でトミー先生によるS＆Cのトレーニングプログラムに参加しま

した。ウォーミングアップからメディシンボール、ダンベルを用いたサーキットエクササイズなどを体験し、ト

ミー先生からの圧倒的なパワーとテンションに引き上げられ、必死にトレーニングに励む学生の様子がとても頼も

しく思えました。 
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クロージングセレモニー 

 この研修の最後にハワイ大学スタッフと昼食をとりながら、クロージングセレモニーが行われました。Dr. 

Stickley 学科長から、学生に修了証が手渡され、その後、仙台大学の７名の学生からこの研修の感想や今後の抱負

を英語でスピーチしました。この４日間ですっかり英語に対する抵抗も少なくなったせいか、それぞれが積極的な

スピーチを行っていました。現在、ハワイ大学修士課程の本学AT部の先輩でもある村上泰司君のスピーチもあり、

学生からは先輩への憧れの強い眼差しとともに、自分の目標を再確認しているように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 

 今回は、2003年から続くハワイ大学との30回目となる節目のAT研修でした。長きにわたりハワイ大学との連携が

継続的に実現できていることは、Dr.Murata ハワイ大学教育学部学部長と朴澤泰治理事長・学事顧問との堅い信頼

関係だけでなく、ハワイ大学の教員スタッフの研修プログラムに対する温かな受け入れやご協力とご支援の上に成

り立っているものであり、改めて感謝の意をお伝えしたいと思います。 

 今回が初の海外渡航となる学生も多く、大きな不安とともにスタートした研修であったと思いますが、ハワイ大

学で働く日本人教員や、学生として勉学に励んでいる本学の卒業生や多くの日本人留学生の姿に、大きな刺激と希

望と勇気をもらうことが出来たのではないでしょうか。アスレティックトレーナーに限らず、これからの社会にお

いて英語の力は必要となります。本研修が、学生にとってその気づきとなり、英会話の継続的学習のきっかけとな

ることを期待したいと思います。 

 研修の中で学生だけでなく、引率に当たった我々自身も、学生への指導方法をはじめとして学ぶことが多くあり

ました。Dr.Murata 学部長を中心としてハワイ大学の教員たちは、学生たちの「チャレンジ」を積極的に評価して

おり、そのことが学生たちの意欲向上につながっていると感じられました。我々の今後の指導に生かしていきたい

と考えています。 

 さらに、本研修が大学関係者のみならず現地の多くの人々に支えられてこれまで継続してきたことも、改めて感

じられたところです。その点において、研修を実現するための環境整備や広報等を担当する職員の役割も大きく、

今後の本研修の一層の充実に向けて各担当者間でより緊密な連携をとっていくことが重要だと思います。今回の研

修スケジュールが最終的に決まったのが、出発する数日前のことでした。研修内容を更に効果的かつ充実させるた

めに、互いにコミュニケーションを密にとり、事前の打ち合わせをスムーズに進行することが課題と感じました。 

今後については、本学におけるハワイ大学との遠隔授業プログラムを充実させることにより、双方向における教育

プログラムやATに関わる情報交換、人的交流の促進を図ることが望まれます。更に、今回の研修を通して海外での

活躍を夢見る学生に対して、またATを目指す学生に対するフォローアップ体制の構築と既存プログラムの改善が検

討課題として挙げられます。 

＜報告：小勝健司 講師 ＞ 

韓国国立体育大学校に遠藤学長が訪問 
 

 令和2年2月11日(火）に遠藤保雄学長、金賢植准教授、馬佳濛准教授が韓国国立体育大学

に訪問し、昨年就任した安 ヨンギュ総長をはじめ、テコンドー学科の学科長の李 ジェボ

ン教授（アジア・テコンドー・協会レフ委員長）、朴 ホクン国際センター長に暖かく歓迎

して頂きました。 

 韓国国立体育大学と本学は、国際交流協定を平成20年3月18日に締結し、様々な運動部の

練習および授業・研究の交流を活発に行っています。 

 今回、遠藤学長と安総長は、両大学の交流がより一層発展するため、テコンドー授業の

充実化、研究交流の具体化について意見交換を行いました。 

 特に、柔道、剣道、テコンドー（跆拳道）の競技特性は、競技力を競うのみならず

「道」を追求し、人間力を養うという共通の目的を有しており、テコンドーの本質を

本学の学生に理解していただくために「形」にも力を入れること、実技指導に加え、

テコンドーに関する講義も行うことにより、広範な学習の機会を提供することとしま

した。なお、教員間の授業や研究の協力についての必要性を双方で再度、確認し、今

後、対応を検討していくこととなりました。 

＜報告：金 賢植 准教授＞ 
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芝草通信 NO．11 
担当 ：体育施設管理ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小島文雄  

3月の芝生管理 （暖地型芝生と寒地型芝生） について 
 

この時期の維持管理は基本的には1月2月と同様です。 

＊自宅などの芝生の参考にもしてください。 

1.噴水まわりの天然芝生の維持管理 (暖地型日本芝生) 

① 刈り込み、② 水やり、③ 肥 料、④ 病害虫防除は行いません。 

⑤ 草取り：越冬雑草が成長し始めます。芝草の萌芽を助けるために有効です。 

 

2.第二グラウンド天然芝生ラグビー・アメリカンフットボール場の維持管理 (寒地型洋芝＋ 暖地型洋芝) 

1月～2月と同様に白っぽい休眠中の芝に緑色の寒地型芝生が混じり、ぶち模様を呈しています。 

①刈り込み：下旬に施肥の後成長を観察しながら1回行います。 

②水やり：施肥の後に行います。但し寒地型洋芝には乾燥が続くときは散水が必要になります。 

③肥料：気温の上昇を観察しながら化成肥料（N-P-K＝10-10-10）を1m2当たり20ℊ施します。 

病害虫防除は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1．ラグビー場 【全景】 

白っぽい休眠中の暖地型芝草 

（バミューダグラス） 

        ＋ 

緑色の寒地型芝草 

（ペレニアルライグラス） 

写真2．センターの裸地が多い部分【近景】 

夜間養生シートで覆い寒風から保護し、 

地温を高くして成長を促進している。 

右側の黒いシートを剥がし昼間は風通しを 

良くしている。まわりと比較すると寒地型 

芝生の成長の促進がはっきりと判別出来る。 

令和元年度 介護実習・社会福祉援助技術現場実習 教育懇談会を開催しました 
 

 2月14日（金）仙台ガーデンパレスにおいて、「令和元年度 介護実習・

社会福祉援助技術現場実習 教育懇談会」を開催しました。 

 この教育懇談会は、介護福祉士養成のための介護実習と社会福祉士養成

のための社会福祉援助技術現場実習の実習施設指導者へ、今年度の介護実

習と社会福祉援助技術現場実習の実習結果、学生の学びについて報告し、

次年度の実習計画について提案させていただきながら、施設実習指導者よ

り実習についてのご意見を伺い、次年度の実習についてご理解とご協力を

いただくことを目的としています。 

 16施設の実習指導者にご参加いただき、令和元年度の実習報告ならびに令和2年度実習計画の報告後、今年度

は、介護福祉士養成カリキュラムの改訂や、社会福祉士の養成カリキュラムの見直し案についての情報提供を行い

ました。 

 その後、「実習指導において工夫していることや心がけていること、課題について」というテーマで、教員と実

習指導者とで意見交換を行いました。実習生の状況や施設の指導体制、大学側の教育体制、今後の課題などについ

て意見交換ができ、実習指導者と教員の連携が重要であるという共通理解がさらに深まりました。また、介護現場

での介護人材の不足や外国人労働者の雇用の現状など、昨今の介護・福祉を取り巻く情勢などについてもふれるこ

とができ、大変有意義な会となりました。 

 カリキュラムの見直しもあり、これからさらに調整が求められる部分もありますが、今後よりよい実習へとつな

げられるよう、学内の教育体制の整備や、施設側との連携の強化に努めてまいりたいと思います。 

＜報告：健康福祉学科＞  



10 Monthly Report Vol.166 / 2020 FEB  

担当：小野勇太 助手 

  川平アスレティックトレーニングルーム(川平ATR)では、高校生へのアスレティックトレーニングサポートの

みならず、仙台大学アスレティックトレーニング領域の大学生への実習先としての機能も持っており、令和2年2月

時点で、昨年の6倍近くの実習生が川平ATRにて実習を積み、学習に励んでいます。中でも、上級生である学生にお

いては、高校生への指導もしっかりと行うことができています。（写真①）対象者への言葉遣い、説明力、実技の

実践力、効果についても、十分にスポーツ現場で通用するレベルにまで知識と技能を積んでいる実習生も出てきて

います。指導を受けた高校生も、普段の我々（教員AT）の指導と違った新鮮な印象と、的確な指導、そして効果の

実践を受けて、大学生への尊敬の念を抱いているようでした。明成高校が仙台大学附属高校化にあたり、我々AT領

域においては、このような高大連携の形を強化し、高校生と大学生が共に学び、成長できる環境づくりを整備して

いくことが重要かと思います。私達、川平ATRにおいては、その一部を担えると思いますので、今後も引き続き大

学生へのAT実習先としての機能を更に充実させていこうと思います。 

 また、明成高校健康スポーツコース(1年、2年生)への令和元年度のAT・S&Cによる授業が終了致しました。今年

で3年目になる高校生への試みですが、講師を務める我々も、対象者である高校生へいかにして、AT領域やS&C領域

の視点から、より普段のスポーツ活動へ活かし、高校生たちへの有益な授業となりうるかを、毎回追求しておりま

す。授業終了後のアンケートから、例年以上に授業満足度及び、ATやS&C領域への関心を持つことができたと答え

る高校生が増加傾向にあり、そのような学生が本学へ進学して、実習生として戻ってくるというような好循環が生

まれると更なる発展へ繋がるのではないかと思います。来年度は、明成高校新学科がスタートします。我々AT・

S&C領域によるサポートも引き続き継続していく予定となっておりますので、これまでの実績を次へ繋ぎ、益々の

発展と成長へ突き進もうと思います。         

 

 

 

「高校スポーツの安全を守る」Vol.23 

 ①指導を受ける高校生(手前)、指導する大学生           ②明成高校健康スポーツコース体育AT授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記：維持管理資材として、全面被覆できる面積の養生シートが有れば、Jリーグで使用される競技場のような、

冬季でも緑度が高められる維持管理が実現できる。 

（3月１日記）  

写真3．養生シートで保護された裸地部分 【接写】 

まわりの芝草よりはっきりと緑度が高く成長が認められる。 

株化している芝草は学生の実習でポットに播種し育てた苗を拉致部分に実習で移植した（根毛が成長しているので強い） 

ペン先に見られるうぶ毛模様の芝草はこの場所で播種した寒地型芝草 

（シートで養生されているので寒いこの時期でも発芽する） 


